
「
平
和
、
い
の
ち
、
く
ら
し
を

壊
す
戦
争
準
備
の
大
軍
拡
・
大
増

税
Ｎ
Ｏ
！
連
絡
会
」
が
呼
び
か
け

た
全
国
い
っ
せ
い
の
大
宣
伝
行
動

に
呼
応
し
、
松
江
市
で
は
９
日
、

日
本
共
産
党
の
上
代
善
雄
県
委
員

長
、
尾
村
と
し
な
り
県
議
、

岩
田
剛
東
部
地
区
委
員
長
、

舟
木
け
ん
じ
、
た
ち
ば
な

ふ
み
両
松
江
市
議
が
宣
伝

し
ま
し
た
。

上
代
県
委
員
長
は
、
岸

田
政
権
が
す
す
め
る
大
軍

拡
に
つ
い
て
「
米
軍
と
融

合
す
る
ミ
サ
イ
ル
防
衛
に

自
衛
隊
が
組
み
込
ま
れ
、

米
軍
指
揮
下
で
自
動
的
に

日
本
が
違
法
な
戦
争
に
参

加
す
る
こ
と
に
な
る
」
と

訴
え
、
い
ま
政
治
に
必
要

な
こ
と
は
、
戦
争
を
起
こ

さ
な
い
た
め
の
外
交
に
知

恵
と
力
を
尽
く
す
こ
と
だ

と
強
調
し
ま
し
た
。

尾
村
県
議
は
、
２
０
２
３
年
度

一
般
会
計
予
算
総
額
約
１
１
４
兆

円
の
う
ち
、
軍
事
費
が
前
年
度
比

で
２
倍
に
も
及
ん
で
い
る
こ
と
を

紹
介
。
「
軍
事
費
よ
り
も
、
暮
ら

し
、
中
小
企
業
対
策
、
農
業
、
教

育
に
こ
そ
税
金
を
使
う
べ
き
だ
」

と
力
を
込
め
、
「
『
戦
争
の
準
備

よ
り
平
和
の
準
備
を
』
の
声
を
一

緒
に
上
げ
よ
う
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。
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２
月
１
日
か
ら
松
江
市
は
、
市

内
の
公
共
施
設
３
か
所
で
生
理
用

品
の
試
験
設
置
を
始
め
ま
し
た
。

設
置
場
所
は
松
江
市
総
合
体
育

館
、
松
江
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、

松
江
市
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

の
一
部
の
ト
イ
レ
で
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

団
体
レ
ッ
ド
ボ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン

（
東
京
都
）
と
連
携
し
た
取
り
組

み
で
す
。
配
布
場
所
の
手
洗
い
場

に
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
回
答
で
き
る

ア
ン
ケ
ー
ト
の
案
内
も
行
っ
て
お

り
、
今
後
寄
せ
ら
れ
た
意
見
や
感

想
を
参
考
に
、
設
置
方
法
や
設
置

す
る
公
共
施
設
を
増
や
す
な
ど
の

改
善
に
役
立
て
る
と
し
て
い
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
生
理
の
貧
困
問
題
が

コ
ロ
ナ
禍
で
顕
在
化
し
た
２
０
２

１
年
か
ら
、
松
江
市
で
は
新
日
本

婦
人
の
会
（
新
婦
人
）
が
「
女
性

の
健
康
と
権
利
の
た
め
に
公
共
施

設
や
学
校
に
生
理
用
品
を
」
と
活

動
。
市
内
の
高
校
や
大
学
で
生
徒

や
学
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、

そ
の
声
を
松
江
市
や
教
育
委
員
会

に
届
け
て
き
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
生
理
用
品
が
買
え
ず
困
っ

た
こ
と
が
あ
る
と
回
答
し
た
人
は

５
人
に
１
人
で
、
全
国
調
査
と
ほ

ぼ
同
様
の
結
果
で
し
た
。

た
ち
ば
な
ふ
み
市
議
は
こ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基
に
「
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
の
松
江
市
へ
、
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
の
よ
う
に
当
た
り
前

に
生
理
用
品
の
設
置
を
」
と
市
議

会
の
一
般
質
問
や
予
算
委
員
会
な

ど
で
取
り
上
げ
、
繰
り
返
し
要
望

し
て
い
ま
し
た
。

新
婦
人
の
成
瀬
明
子
さ
ん
は

「
公
共
施
設
へ
の
設
置
が
実
現
し

本
当
に
う
れ
し
い
。
私
た
ち
は
昨

年
９
月
か
ら
市
内
の
小
中
学
校
の

協
力
を
得
て
試
験
的
に
学
校
ト
イ

レ
に
生
理
用
品
を
置
か
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
利
用
し
た
子
ど
も
や

保
護
者
か
ら
『
ト
イ
レ
に
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
た
の
で
初
め
て

の
生
理
で
も
あ
わ
て
ず
に
対
処
で

き
た
』
な
ど
喜
び
の
声
が
届
い
て

い
ま
す
。
今
後
は
さ
ら
に
ど
の
子

も
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
学
校

で
も
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

(1)

大軍拡 大増税 ＮＯ!
軍拡より生活 教育に予算を

全国いっせい大宣伝行動

わ
が
党
は
、
島

根
県
政
の
評
価
に

あ
た
っ
て
二
つ
の

モ
ノ
サ
シ
・
基
準

を
置
い
て
い
ま
す
。

一
つ
は
、
県
政
が
日
本
国
憲
法

が
規
定
す
る
生
存
権
や
財
産
権
、

幸
福
追
求
権
な
ど
基
本
的
人
権

を
保
障
し
て
い
る
の
か
、
二
つ

は
、
県
政
が
「
住
民
福
祉
の
機

関
」
と
し
て
の
自
治
体
本
来
の

役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
か
、

で
す
。

岸
田
政
権
は
「
敵
基
地
攻
撃

能
力
保
有
」
「
軍
事
費
の
倍
増
」

「
大
増
税
」
で
、
く
ら
し
と
憲

法
を
壊
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

年
金
は
削
減
さ
れ
、
賃
金
は
上

が
ら
な
い
中
、
急
激
な
物
価
高

騰
に
よ
っ
て
県
民
の
苦
し
み
が

増
大
し
て
い
ま
す
。

今
日
、
国
保
や
介
護
な
ど
社

会
保
険
料
未
納
者
が
社
会
保
障

制
度
か
ら
排
除
さ
れ
、
命
と
健

康
が
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

松
江
市
の
国
民
健
康
保
険
に

お
い
て
は
、
昨
年
９
月
末
時
点

で
加
入
世
帯
の
１
７
％
に
あ
た

る
約
４
千
世
帯
が
保
険
料
滞
納

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
制
裁

措
置
と
し
て
、
命
綱
で
あ
る
保

険
証
取
り
上
げ
が
１
８
０
世
帯

を
超
え
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
に
お
い
て
は
、
昨

年
６
月
時
点
で
約
１
千
人
が
保

険
料
未
納
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
、
保
険
料
未
納
者
へ
の

制
裁
措
置
と
し
て
４
６
０
件
、

５
１
０
万
円
も
の
無
慈
悲
な
年

金
差
し
押
さ
え
が
強
行
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
ら
由
々
し
き
事
態
の
解

決
こ
そ
喫
緊
の
課
題
。
「
大
軍

拡
よ
り
福
祉
に
」
の
声
を
大
き

く
上
げ
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

尾村利成
県議会議員

生
理
用
品
の
無
償
提
供
は
じ
ま
る

松
江
市
公
共
施
設
ト
イ
レ

くらし一番
何よりいのち

命
を
守
る
こ
と
こ
そ
県
政
の
最
大
の
使
命

県
議
会
議
員

尾
村

利
成

訴える尾村県議（中央）と、左から舟木、たちばな両市議
岩田地区委員長、上代県委員長

ねがい実現

松江市が配布しているアンケート

トイレ内に設置された
生理用品とアンケート


